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文責 南 陽子 

よし！やってみよう！長縄跳び 

～友達と一緒に挑戦する心強さ～ 

 

 

 １５日は、げんきぼ学童との交流でした。今回は大隅町体育館を借りて２

回目の、わらべうた・運動遊びを行いました。運動遊びは、学年対抗綱引き

と長縄をしました。長縄は前回の７月にも行っています。それまで跳べなか

った 3 人の中で唯一、跳べた達成感を味わっていた ゆうしんくん。始まる

と「僕もする。」とやる気満々で並んでいます。いざ自分の番が来ると縄をにらめっこして挑戦。１回目

は、残念ながら縄に引っかかってしまいました。「ひっかかちゃった～」と笑いながらくじけず、再チャ

レンジです。２回３回としっかり跳べました。跳べることが楽しくまた自信になり、しっかり順番を守

って並んでいる姿に成長を感じました。 

その様子を近くで見ていた、ゆいとくん・こころちゃん。前回は挑戦するも跳べずに終わっていたの

ですが、今回は様子が違います。支援員に手を引かれているのですが、２人ともしっかり縄を見て≪い

つ、跳ぼうか・・・≫とかまえています。≪でも跳べるかな・・・≫と不安な表情も見えたり。始めは

支援員のタイミングで縄に入っていた２人。支援員と一緒で不安

が少しなくなったように思いました。何度か繰り返していると、

ゆいとくんは「（１人で）する。」と支援員の手を払いのけました。

お兄ちゃんの ゆうしんくんが跳べたことで励みになったのでし

ょう。ここはゆいとくんの気持ちを大事にして様子を見ていまし

た。縄が回るタイミングに合わせ目は縄を追い、身体は縄の動き

に調子を合わせています。そして、周りからも自然に「はい！は

い！」（縄に入るタイミングを教えてくれる合図）の声援が始まり

ました。そして、見事！跳べることが出来ました。その様子を見ていた こころちゃん。負けず嫌いの

精神に火が付きました！ゆいとくんが跳べた、すぐの挑戦は縄に入るタ

イミングがズレてしまい、失敗に終わりました。そして２回目の挑戦は、

支援員に背中を押してもらい跳ぶことが出来ました。そして３回、４

回・・・自分のタイミングで跳べるようになりました。「跳べたね～すご

いじゃん！」とみんなで喜びました。跳べるようになると笑顔も出てき

ます。縄への恐怖心もなくなってきたようで入るタイミングで目を閉じ

たり、身体を縮める動きも無くなりました。 

 前回は途中で跳べずに終わった２人。普段一緒にいる友達ができるようになると「自分もできるかも。

やってみよう！」という気持ちになって挑戦した結果、出来るようになりました。 

また夏休みは体ほぐしをしたり、夏の暑い中、プール・海水浴・川など体力を使う活動も結果として身

についていたのかと思います。そして本人達の一人で出来たという自信と諦めない強い気持ちが一番の

成果でした。 

 今回で、げんきぼ学童と交流も６回目。野外活動や制作遊び・クッキングと一緒に活動をする中で、

少しずつ≪協力しよう≫≪助けよう≫とする姿がみられてきました。馴染めるのに時間はかかる子もい

ますが、交流をする目的をしっかり立てお互いが協力して作り上げる・一緒に達成する行事も考え、さ

らに関係が深められる活動を考えていきたいと思います。 

跳べた！瞬間★ 

僕、跳べた！ 

学年対抗 

綱引きもしました♪ 


